



「話すこと・聞くこと」 「書くこと」 「読むこと」 「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」 の四領域において、 「書くこと」「読むこと」は、最も大切であると考える。正しい読み取りができなければ、 問題の答えを導き出すことができない。そして、自分の考えを書くこともできない。　
現場に立つと、国語の学習における子どもの得意、不得意な
分野が明らかに分かる。低学年 段階では、新たに習う漢字の学習をとても意欲的に取り組み、新た 習う漢字を楽しみながら練習している。また、 二年生の教材である、 「ふきのとう」 「スイミー」などの物語文は、物語の流れが明確で、登場人物のセリフも活き活きと描かれており、子どもたちも物語作品の中に入り込み、楽しみながら学んでいる様 が見られる。しかし一方で、実際に本文には 写されていない、登場人物の心情を考え、まとめることを苦手 している子どもが多く ま 、感
想やあらすじをまとめることに苦手意識をもっている子どもがいることに気付いた。　
そこで、 本稿では、 「読むこと」 の力を身に付けさせるための実
























想像を広げたりしながら読む能力を身に付けさせるとともに、楽しんで読書 ようとする態度 育てる。【 『小学校学習指導要領解説
　
国語編』 （文部科学省） より （２） 】






する態度を育てる」ことが大切であると述べられていた。読書教育について大村はまは、 子どもに「読書日記」を書かせ、 「ひとこと」という欄を設け、指導にあたっていた内容が書かれていた。その理由として、 『大村はま・教室で学ぶ』の中で次のように述べられて る（３） 。














































例えば、国語の物語文ならば、 『気持ちが分かるところに線を引きましょう』ではなく、 『気持ちが分かる会話文に線を引きましょう』と発問することで、 になる子にも分かり易いし、理解力の優れた子も『気持ちは会話文で 』とメタ認知で す。　　　　　　　




























書き込むことに抵抗をもつ子もいると感じたため、冊子を作製した。初めに、子どもにその時感じたことを、冊子には何でも書きこんでもよい いう指示をした。そして、子どもに その瞬間に感じた登場人物の気持ちなどをたくさん書いてほしいという願いを込め、冊子の使用を考えた。このたくさん書き込みを行う手法 ついては、 前文で大村はまも、 「 （前略）感想とか、考えとか、いうほどのものではなくても、何かの思 つき 何か心に引き出されてくることがある しょう、 そういうものは、ちょっと書きとめておかないと、またふうっとなくなってしまう（後略） 」 、その重要性を述べて た（９） 。　
実際の授業場面では、冊子に根拠となる部分に波線を引き、
その部分をもとにワークシート 考えをまとめ ような 導行った。また、ワークシートには、根拠となる文、自分のを書く込める枠、挿絵や吹き出しなどを取り入れ どもの思考段階に即して、一つ一つ書き込める工夫 取り入れた。こことにより、スモールステップ方式で自分の考えをま めてくことができ、理解が深まると考えた。　【方策３】として、子ども自身が学習の振り返りができる工夫を行った。 「冊子から自分 考えの根拠を見つけ 。 」→「見つけ出した根拠を基に、 考えをワ クシート まとめる。 」 「本文中の根拠を基に、自分の考えを発表する。 」 いう一連の流れで学習を進めることにより 自分の意見に自信をもち、 グルプや全体の前で発表ができ、 意見の共有 図 ことができる考えた。そして、 この活動が近年広く叫ばれてい アクティブ ・














































　【方策２】の成果として、学習の進め方を、①冊子から根拠となる文を見つけ、波線を引 。②ワークシートへまとめ という形で行うことにより、思考 段階に応じて考えを導くことができた。　しかし、 課題として、 「ちいちゃんのかげおくり」 において 「ど














書くことの単元において、文章を書かせ、それを教室に掲示をし、記録をしてきた。 『作文教室』の中で清水義範は、作文について、 「作文を書いてそれによって自分の考え ひとに伝えるということは、総合的な国語力があ こそはじめてできることであり、それを見れば能力がくっきりとわかるのである。 」（
10）と述べている。この言葉からも、 低学年の段階からステッ




言葉を挙げさせ、自分の経験 結び付けて文章に表す活動に取り組んだ。この単元は、子どもたち 四季の感覚 身に付けさせ、語彙力 増やす伝統的な言語文化を身に付けさせる単元で
もある。授業の進め方としては、子どもから、春を表す言葉をいくつか挙げさせ、思い出などを話し合った。その後、例文を示し、 絵と文でまとめさせた。また、 この「春がいっぱい」は、年間を通して春夏秋冬 季節ごとに単元が設定されており、短い作文を書く単元としては子どもにも親しみやすいと感じた。今回は、初めて絵と文で書く いう活動であったため子どももどのように書けばよいのか、形式を理解することに少し時間はかかった。しかし、自分が書きたいテーマが決まると そ 思い出を絵と文で楽しみながらま めることができた。教師の指示としては、 「学校の登下校中、休みの日に出会っ 生き物 、自然の様子な を考えてテーマ（題材）を決めましょう。 」 「題材が決まったら、その書 たものとの思い出を書いてみましょう。そして、その時 どんな気持ちだったか書きましょう。 」と指示をした。　
次に、本単元の学習を通して「書く力」が、どのように変化














行ってどんぐりをひろってきました。どんぐりをもってかえって、どん ぶえをつくり けずって手がすこしいたくな ました。でも、音がなってうれしかったです。冬「スケート」　
わたしは小さいころスケートをしました。さいしょはうま
くできなかっ けど、おかあさ とやってみたら、すこ できるようになりました。さいごにはうまくできるようになりました。　以上で挙げた、ある子どもの年間を通した、本単元の学習に
おける文章の変化を見ると、まず、文章の量が少しずつ増えていることに気付く。また、春の段階では、 「何をしたか」 「どんな気持であったか」 という短い文でまとめられていた。しかし、夏には「誰と行ったのか」が増えている。秋では、どうしてどんぐりを拾 に行 のか。 「その行動を起こした経緯」も書かれ、 「どのような気持ちであっ か」に加え、 「でも、 音が鳴って嬉しかった」と自分の気持ちを述べる際の表現も豊かになっていることが見てとれる。冬では、 「さ しょはうまく きなかったけど、 ・・・さ ごにはうまくでき ようになりま 。 」
と短い文の中で、文章の構成が整い、一連の出来事を上手くまとめることができていると感じた。今回は、ある一人の子どもの例を挙げたが、どの子ども 作品も、書く回数を重ねるごとに、深みのある表現ができ、全体の文章が流れに沿って書くことができていると感じられた。このように、短 文章ではあるが、年間を通して、自身 見聞 したこと、その時の気持ちをまとめる学習を続け ことにより、 「書く力」は伸びていくと感じた。　
次に、 四月「今週のニュース」では、 友達に知らせるために、





国語の授業のみでなく、他教科でもつけるこ る。例えば、生活科の授業の中では、二年生は野菜 育てるが それを日々観察し、観察したことを文などに表すことも く力をつけさせる。 」 （
11）と述べていることからも、生活科で育てている












表現がより分かりやすくなっていることに気付いた。 のように書くポイントを明確に示す事によって、 子どもは、 意欲的 、「はっぱを上から見たら星に見えました」 「大きさは八センチメートルです」 「はっぱの形はぎざぎざでした」な 、具体的に書けるようになってきた。また、文章を書くことに困ってる子どもに対しても、 色はどんな色か ？」 「どん 形をしている？」 「何の形に見える？」 「触った感触はどんな感じ？」などと質問をし、書かせることに 、書くことが苦手な子 もに対しての支援にも繋がった。　
六月 「スイミー」 では、 文章の中の大事な言葉や文を書き抜き、









る。そこで、導入部において、子どもの豊かな想像力を生かして、物語に入らせたいという願いがあった。その め、初読をする前に、子どもに「ゼリー ようなくらげ」 「水中ブルドーザーみたいないせえび」 「見たことも い魚 ち」 「ドロップみたいな岩から生えているこんぶやわかめの林」 「う ぎ。かおを見るころにはしっぽをわすれてい ほど長い」 「もも色のヤシの木みたいないそぎんちゃく」などの生き物 絵を、教科書の挿絵 前に描かせた すると 子どもたちは思い思 に想像を巡らせ楽しみ が 描い た。 見たこともない魚たち」 では、 大きな魚や、 カラフルな魚を描 ている子が多かっ 。また、 「うなぎ。かおを見るころ はしっぽ わすれて るほど長い」では、長いうなぎ 想像して描 ていた。最後に色を塗らせると色鮮やかな、子どもたちの思 がつまった素敵な作品が仕上がっ 。そ 後 物語を読 、挿絵を見 、 「このような魚だったんだ」と言っている子どもも 。その後、作品を読み、段落ごとに深く読み がら学習 進め 。　
そして、後半部において、物語のあらすじを書く学習に入っ
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は、大切であると実感した。その後 同じ枠組み 前時で書いた箇条書きを参考に絵でまとめた。同じ枠組みに箇条書 された文を絵に表すという進め方を行うことにより、ほとんどの子どもがスムーズに描くことができた。中には 自分でセリフを付け足す子どももおり、物語のあらすじをおさ る とが
きたのではないかと考える。　
九月「おおきくなあれ」 （視写）この単元では、語のまとま
りや言葉の響きなどに気をつけて詩を音読することができることを目標に学習を進めた。声に出して詩を読むことに加え、詩の形式についても指導を行った。詩はいくつかのまとまり （連）で成り立っていること、また、その連と連の間は行間が空いていることや行を変え 、区切りを表しているなど、詩独自の書かれ方に気付いてほしいと考えた。そのため、まずは、詩の視写を行った。視写をすることによって、体感的に詩の形式を理解し、また写していく中で、繰り返しの表現や詩独自の響きなどに気付く子どももいる 考えた。そ 際に 何も書 て ない紙であると、どこ 何を書いたらよいか分から あらかじめ文字を書く枠組みが書かれた紙 視写させ 。子どもは、自ら詩を視ながらその通りに写すこと より詩 形式が少しでも理解できたのではな かと考える。　
十一月「お話のさくしゃになろう」では、絵を見て想像した
ことから書くことを決め、 「 じめ」 「中」 「おわり」のまとまりのある短い物語を書くという目標の基、いつ、ど で、どんな出来事（事件）が起きたか。を考え、 「はじめ」 「中」 「おわ 」のまとまりで構想を考えさせ 。高木和子は、 『小学二年生の心理
　
なじんだランドセル』の中で、 「二年生においては特に、




とに関しては、森川も述べていたよう 、文章を書く上ではとても大切であることを実感した。ま 、工藤順一は、 『国語のできる子どもを育て 』の中で、文章の書き方について、 「具体的に指導する。 」 （
14）と述べていた。この具体例を示すこと
















れて文章を書きはじめる一年生の段階から 自分の考えを筆者の意見をもと 考え、文章にまとめる六年生 時期まで、 「書
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（６） 註 ５ に同じ。







































院時代の思い出が蘇ってきます。ゼミの時間には、 『伊勢物語』の原文をゼミの仲間と読み合い、 変体仮名を学んだこと。また、研究テーマである『古今和歌集』の読み取りに関して 一つの和歌に対して、さまざまな解釈があるという和歌の魅力についてもご教授いただけました。いつも穏やかな笑顔と優 さでご指導いただけたことに感謝申し上げます。　
今後も、 学生時代に学んだ古典文学の面白さを子どもに伝えつ
つ、 あらゆる教育実践に取り組み、 精進し いきた と思います。　
下西先生の益々のご隆盛を祈念しております。
　　　　　　　　　
（埼玉県富士見市立みずほ台小学校教諭）
